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1．はじめに
　本研究では，愛知県地域の産業が，時系列的及び空間的に，どのような
特化特性を呈しながら発展してきたかを分析する。そこで，まず事業所統
計調査報告の産業大分類1）にしたがって，同県地域の特化係数2）（または立
地係数）を3時点（1966年，1975年，1985年）について導出する。ついで，
それら係数に対して，各時点ごとに主成分分析3）を行い，その分析結果にも
とづいて，同県地域産業の時空間的特化特性構造に関する考察を行う。
II．分析結果の概要
愛知県101地域（1966年）及び103地域（1975年及び1985年）を対象に
して，導出された特化係数は，付録1，付録2，付録3に示されている。
また，これらを用いて主成分分析を行った結果得られた内容（主成分負荷
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量及び主成分得点）4）は，付録4《1），付録4一（2），付録5一（1），付en　5　一（2），
付録6一①，付録6一（2）に示されている。
1．主成分分析結果
　（1）1966年
置イ）第1主成分（寄与率46．4％）
　同主成分は，全変動に対してそのほぼ半分近くを説明している。付録4
一（1）にもとづいて，第1主成分負荷量を眺めてみると，鉱業，建設業，卸売・
小売業及びサービス業がプラスに強く作用している5）。これら産業に強く
係わっている地域6）は，付録4一（2）から昭和区，美和町，阿久比町，東浦町，
吉良町，小原村，下山村，旭町，東栄町，豊根村，津具村，鳳来町，作手
村，田原町，赤羽町，渥美町の16地域ある。翻って，製造業，電気・ガス・
水道業はマイナスに強く作用している。これら産業に強く係わっている地
域は，刈谷市，尾西市，稲沢市，東海市，知多市，高浜市，豊明市，日進
町，西枇杷島町，豊山町，春日村，飛島村，佐屋町の13地域ある。
　ロ）第2主成分（寄与率22．2％）
　同主成分は，全変動に対してその2割近くを説明している。付録4一（1）に
もとづいて，第2主成分負荷量を眺あると，卸売・小売業，金融・保険業，
不動産業がプラスに強く作用している。これら産業に強く係わっている地
域は，付録4一（2）から千種区，中村区，中区，豊橋市，岡崎市，東郷町，扶
桑町の7地域ある。翻って，農林・水産業，鉱業はマイナスに強く作用し
ている。これら産業に強く係わっている地域は，十四山村，額田町，藤岡
町の3地域ある。
　・・）第3主成分（寄与率24．2％）
　同主成分は，全変動に対して第2主成分同様その2割近くを説明してい
る。付録4一（1）にもとづいて第3’主成分を眺めてみると，農林・水産業，運
輸・通信業，電気・ガス・水道業がプラスに強く作用している。これら産
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業セこ強く係わっている地域は，付録4一②から東区，熱田区，中川区，港区，
半田市，新城市，西春町，佐織町，南知多町，足助町，設楽町，富山村，
稲武町の13地域ある。翻って，鉱業，建設業はマイナスに強く作用してい
る。これら産業に強く係わっている地域は，師勝町，木曽川町，祖父江町，
一宮町の4地域ある。
　（2）1975年
　イ）第1主成分（寄与率　39．6％）
　同主成分は，全変動に対してそのほぼ4割近くを説明している。付録5
一（1）にもとづいて，第1主成分負荷量を眺めると，農林・水産業，建設業，
サービス業がプラスに強く作用している。これら産業に強く係わっている
地域は，付録5一（2）から南知多町，額田町，藤岡町，小原村，足助町，下山
村，旭町，設楽町，東栄町，豊根村，津具村，稲武町，鳳来町，作手村，
赤羽町，渥美町の16地域ある。翻って，製造業はマイナスに強く作用して
いる。この産業に強く係わっている地域は，刈谷市，豊田市，尾西市，大
府市，西枇杷島町，春日村，新川町，大口町，木曽川町，美和町の10地域
ある。
　Pt）第2主成分（寄与率36．1％）
　同主成分は，第1主成分同様に全変動に対してそのほぼ4割近くを説明
している。付録5一（1）にもとづいて第2主成分負荷量を眺めると，卸売・小
売業，金融・保険業，不動産業がプラスに強く作用している。これら産業
に強く係っている地域は付録5一（2）から千種区，北区，西区，中村区，中区，
昭和区，瑞穂区，名東区，天白区，豊橋市，岡崎市，知立市の12地域ある。
翻って，マイナスに強く作用している産業は見当らない。
　・・）第3主成分（寄与率24．3％）
　同主成分は，全変動に対してそのほぼ1／4を説明している。付St　5一（1）に
もとづいて，第3主成分負荷量を眺めると，運輸・通信業，電気・ガス・
水道業，公務がプラスに強く作用している。これら産業に強く係っている
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地域は，東区，熱田区，港区，緑区，飛島村，富山村の6地域ある。翻っ
て，建設業はマイナスに強く作用している。この産業に強く係っている地
域は，平和町，一色町，吉良町の3地域ある。
　（3）1985年
　イ）第1主成分（寄与率38．2％）
　同主成分は，全変動に対してそのほぼ4割近くを説明している。付録6
一（1）にもとづいて第1主成分を眺めると，卸売・小売業，金融・保険業，不
動産業がプラスに強く作用している。これら産業に強く係わっている地域
は付録6一②から千種区，北区，中村区，中区，昭和区，名東区，天白区，
豊橋市，岡崎市，長久手町，豊山町の11地域ある。翻って，製造業はマイ
ナスに強く作用している。この産業に強く係わっている地域は，十四山村，
立田村，額田町，藤岡町，小原村，音羽町，一宮町の7地域ある。
　ロ）第2主成分（寄与率33．6％）
　旧主成分は，全変動に対してそのほぼ3割を説明している。付録6一（1）に
もとづいて第2主成分負荷量を眺めると，農林・水産業，建設業，サービ
ス業，公務がプラスに強く作用している。これら産業に強く係わっている
地域は，付録6一（2）から足助町，下山村，旭町，設楽町，東栄町，豊根村，
富山村，津具村，稲武町，鳳来町，作手村，赤羽町の12地域ある。翻って，
製造業がマイナスに強く作用している。この産業に強く係わっている地域
は，刈谷市，豊田市，安城市，尾西市，小牧市，大府市，高浜市，西枇杷
島町，春日村，新川町，大口町，木曽川町，三好町の13地域ある。
　ハ）第3主成分（寄与率16．5％）
　同主成分は，全分散に対してその2割弱を説明しているにすぎない。付
録6一（1）にもとづいて第3主成分負荷量を眺めると，電気・ガス・水道業，
運輸・通信業がプラスに強く作用している。これら産業に強く係わってい
る地域は，付録6　一（2）から東区，熱田区，港区，東海市，知多市，岩倉市，
西春町，飛島村，渥美町の9地域ある。翻って，マイナスに強く作用して
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いる産業は見当らない。
2．総合的特徴
産業特化の時空間構造分析
（1）1966年及び1975年における各主成分の順位及びその産業構成の内容
　はほぼ同じであるが，1985年については，第1主成分が，ほぼ前2時点
　の第2主成分に該当しており，また，第2主成分は，前2時点の第1主
　成分に該当している。（付録7を参照）
（2）第1～3主成分得点を3次元で（総合的に）とらえてみると，1966年及
　び1985年については，分散が相対的に大きいが，1975年については分散
　が相対的に小さい。（付録8一（1），（2），（3）を参照）
（3）名古屋市については，1966年から1975年にかけて，第2主成分のプラ
　スに属する地域がふえ，1985年にはほとんど変化が見られない。（付録9
　一（1），（2），（3）を参照）
（4）東奥三河の地填については，1966年において，第1主成分のプラスに
　属する地域と第3主成分のプラスに属している地域とがほぼ2平してい
　るが，1975年では，第1主成分のプラスに属する地域が大部分を占めて
　いる。1985年においても，この空間的分布のあり方はほとんど変らない。
　（1975年の第1主成分≒1985年の第2主成分）（付録9一（1），（2），（3）を参照）
（5）1985年における名古屋港湾周辺地域の大部分は，第3主成分のプラス
　に属している。
⑥　名古屋市の中心部にある中区及び千種区，三河の中核都市である岡崎
　市及び豊橋市については，1966年，1975年及び1985年を通じて，第2
　主成分のプラス（ただし，1985年については第1主成分のプラス）（付録
　9一（1），（2），（3）を参照）に属している。
（7）1966年では，東郷町が第2主成分のプラスに，1975年では，知立市が
　第2主成分のプラスに，1985年では，長久手町が第1主成分のプラスに，
　各々属している。
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（8）西三河の地域については，特に1985年において，第2主成分のマイナ
　スに属する地域が半分以上占めている。
3．総合的特徴に関する考察
イ．（1）については，年々都市化が広域的に進んできた結果，卸売・小売業，
　金融，保険業，不動産業，サービス業を構成している主成分が，寄与率
　が最も高い第1主成分として析出されたと考察される。
ロ．（2）については，1975年前後の経済的背景を鑑みると，石油ショックが
　あり，それに伴う狂乱物価及び地価高騰と不安定な状態であった。した
　がって，構造不況業種の業種転換等による影響が，業種間（ここでは主成
　分間）の分散を小さくしたと考えられる。
ハ，（3）については，名古屋市における産業特化特性が安定傾向にあると言
　えよう。
二．（4）については，上記ハ同様に，東奥三河地域における産業特化特性が
　安定的傾向を示していると言えよう。
ホ．（5＞については，港湾産業及びそれと関連する産業の主たるものは，運
　輸・通信業及びエネルギー関連産業である。したがって，近年では，そ
　れら産業の特化傾向が港湾周辺域的に高まってぎたと言えよう。
へ．（6）については，都市化地域あるいは人口密度の比較的高い地域におけ
　る産業特化特性は，3時点通じて安定的であると考えられる。
ト．（7）については，郊外地域の都市化が進むにつれて，宅地開発等が行な
　われ，それと関連する産業が迅速に動いたために得られた結果であろう。
チ．（8）については，刈谷市，豊田市及び安城市には従来から代表的製造業
　があり，集積の経済7）が高まったこと，及び交通整備の充実等によるもの
　と考察される。
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III．おわりに
　本研究では，愛知県地域の鼻面係数を導出した後，これら係数に対して
主成分分析を行い，同県地域の産業特化特性を析出した。その結果，デー
タの制約上8），主成分を解釈するという域には達し得なかった。しかし，同
県地域の産業特化特性構造が，時間的空間的にどのように変化してきたか
を大局的に把えることができたことに大きな意義があると言えよう。ただ
し，ここでの特化係数は，全国平均値（比）を基準として導出したが，基準
の取り方としては，全国の中で最も小さな値（比）を基準とする方法（最小
必要値法）もある9）。また，主成分分析の結果は，あくまでも相対的なもの
であり，絶対的なものでないことに注意を要する。したがって，これらの
ことを十分に踏まえた上で，ここでの成果と産業規模（例えば，事業所当り
従業者数）による産業構造特性及び地域の経済社会構造とを照らし合わせ
て，今後の同県地域の産業構造を明らかにしてゆく必要がある。
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1）『事業所統計報告書』（総務庁統計局，1966，1975，1985年）において，産業中分
類では市レベルで，産業小分類では大都市レベルで各々記載されている。したがっ
て，ここでは，市町村レベルで分析を行う必要上，やむをえず産業大分類を利用し
　た。
2）ここでの特化係数（ただし，フローレンスは，これを「地域的集中係数（coefficient
of　lo¢alization）」と呼んでいる。（西岡〔1976〕〉）は，全国値を基準にしており，算出
式は，次のとおりである。
　　　　　　　　　　Ri
　地域の産菊の一恥
　特化係数　　　　Ni
　　　　　　　　　　歯Nガ
　　　　　　　　　　ゴ＝1
　　ここで，Ri　：地域の産業iの従業者数
　　　　　ΣRi：地域の全産業従業者数
　　　　　1’＝1
　　　　　Ni　：全国の産業iの従業者数
　　　　　　ハ　　　　　ΣNi：全国の全産業従業者数
　　　　　ゴ＝【
　　産業ばi＝1，…，nまで存在する。
3）同分析手法は，「互いに相異なる多くの変数から1つまたは少数個の総合的指標
（主成分）で代表させる方法」である。計算手順は，次のとおりである。
　　まず，データが下表で与えられたとしよう。
　　これより分散共分散行列を計算すると，
　　　　　　　Sl、　S且2　……　　SIP
　　　　　　　S且2　S22　………　：
　　　　Σ＝　　　　・．．　　：
　　　　　　　SPI　　：………　　SPP
ただし，Sij＝　　　　　　　　　N－1
また，相関行列を計算すると，
　　　　　1　n2　rip
　　　　　ri2　1　’H’”一”：
　　　R＝1”　．　：．
　　　　　邦1i……．∴1
?
Σ（XiArXi）（κガr島）
λ＝且
（　＿Sびん｝瓜）
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　主成分分析では，線形を仮定するために，第1主成分は次式で褻わすことができ
る。
　　　　Zli：＝ailXl十a12×2＋”’十alPXP
　ここで，ベクトル変量で表わすと，
　　　　zi＝alX　（1）　　　　　　　an　l　I　XI
　　　　　　　a121　”　IX2　　　　　　　　　　X一ただし，al＝ ，
　　　　　　　arp　l　I　Jtp
　また，aが導因な大きさ（無限大）になることを防ぐために，
　　　　a3ai＝＝1　（2）の制約をもうけておく。
　したがって，（2）の条件下での（1）の分散を最大するようなalを求めることが目
的となる。
Zlの分散V｛Zl｝は，
　　　　V｛zi｝＝　V｛a（X｝　＝alV｛X｝ai＝a（Sai
　となるゆえ，ラグランジュ乗数入を用いて書き表わすと，
　　　　G＝＝alSai－2（alai－1）＝O．
　Gを最大にするためには，上式の両辺を，aで日記遍して0と置いてやれぽよい。
したがって，
　　　　一g／2　＝2sa，一2Aa，＝o
　上式を変形すると，
　　　　（S－21）a，＝O　（3）　ただし，1はP次の単位行列を示す。
　この（3）式（連立方程式）において，alが解をもつためには，
　　　　IS－zl　1　＝一e
　でなければならない。これは，行列Sめ固有方程式と呼ばれており，λを固有値と
いう。
　ここで，（3）式を書きなおすと，
　　　　Sai＝＝2ai
　さらに，両辺に左からalをかけると
　　　　alSai＝a12ai＝A　（alai＝＝1）
この結果，Zlの分散の最大値は固有値が最大値をとるとぎである。したがって，（3）
式に，最大の固有値λ，を代入することによって，（λ，に対応した）係数ベクトルa1が
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求まる。
　　次に，第2主成分も同じように，
　　最大化　　V｛z2｝＝aSSa2
　　　　　　　　　　s，　t
　　制約条件aSa2＝1
　　　　　　　ala2＝0（直交条件）
　　の問題となり，最終的には，
　　　　（S－AI）a，＝O
　　を解くことになる。
　第3主成分以下は省略する。なお，主成分分析に関する詳細については，kendall
　〔1957〕河口〔1973〕，奥野〔1977〕等を参照せよ。
4）本研究では，主成分分析の結果をより判断仕易くするために，主成分軸の回転を
試みた。軸の回転には，n個の主成分軸が常に直交しながら回転させる直交回転と，
　n個の軸を自由に回転させる斜交回転とがある。ここでは後者を採用した。なお，軸
の回転に関する詳細については，清水利信・斎藤耕二〔1976〕を参照せよ。
5）ここで，強く作用している産業とは，主成分負荷量の絶対値2以上のものを指し
ている。表中では，ゴシック体の数値を有する産業を示す。（以下同様）
6）ここでの地域は，3つの主成分に対する得点のうち絶対値が最大であり，主成分
負荷量の符号が同じで，かつ主成分得点の絶対値が0．95以上の地域である。表中で
は，ゴシック体の数値を有する地域を示す。（以下同様）
7）集積の経済（agglomeration　economies）とは，「ある特定地点（または特定地域）
　における経済活動の集積度合が高まることによってもたらされる経済的便益」（川嶋
　〔1977〕）と定i義されている。また，同経済は，一般に次の3つに分類されている。
（1）大規模の経済（large－scale　economies）
　　特定1地点に立地する企業が生産水準を高めることによる経済的便益
（2）地域信心の経済（localization　economies）
　　特定1地域に同種の企業が集中することによって享受される経済的便益
（3＞都市化の経済（urbanization　economies）
　　都市化された地域内の経済活動の活発化によってもたらされる経済的便益
　　ここでは，上記（1）及び②が該当する。なお，「集積の経済」に関する詳細について
は，Hoover〔1937〕，　Isard〔1956〕，西岡〔1976〕及び川嶋〔1977〕を参照せよ。
8）これは，注1）によるものである。
9）この詳細については，大友〔1982〕を参照せよ。
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　　　　　産業乳化の時空間構造分析
付録1　地域別冊化係数（1966年）
農林，水産　鉱 業　建 設　製 造　卸売，小売 金融，保険 不動産 ??????? ??? ?????????????
97
????? ???
運輸通信 ????
電気et一ビ・ ??? ??????
?????????????????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????
??? ??????????????????????????????????????????????????????? ????????????????????????????
注）ここでは，まだ名東区及び天白区が存在していなかったために省略した。
　　　　ても同様である。
したがって，1966年に関する以下の分析におい
98 12
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付録2　地域別特化係数（1975年）
農林，水産　鉱　　業　建 設　製
?
卸売，小売 金融，保険不動産 運輸，通信電気U ???? ??? ??? ?? ??? ?????? ??
99
??????? ???????サービス ??? ?
公
?
???
????????????????????????????????????????????????????????????????????? ｝
??????????????? ???????? ? ?????
??????????????????????????????????? ????? ?????
??????
???????????????????
?????????????
??????? ? ?ー???
???????
注）1975年の「事業所統計調査報告」では，公務の部門が加わっている。（ユ985年も同様）
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　　　　　　　　産業特化の時空間構造分析
付録3　地域別特化係数（1985年）
農林，水産　鉱　　　業　建 設　製 造電気e運輸，通信 卸売，小売 金融，保険 ???????????????????????????? ? ??? ?? ????? ??? ?
101
??? ?? ?????
不動産 ????サービス ???公 務 ???
????????????????????????????????????????????????????? ? ? ? ? ? ???? ? ??00
O0
O0
Q8
S0
Q0
O0
O0
O0
O0
fO
?????????????????????????????????????????
?????．?，?「?．???「?．??????．?．?????「??????????????「??????????????「?????．?．?????????????????????????????
???? ???? ????、 ?????? ?????
????
?
??? ??? ? ?? ? ??????? ? ?? ??ー ー ー ???ー ? ???
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????????? ?????? ????58Q2
T6
T2
Q6
V9
T0
W0
V4
V4
V1
U6
T4
V4
S6
S2
P0
W1
U9
O6
V9
W3
U8
S7
????????????????????????????
??????? ??? ?
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産業特化の時空間構造分析
付en　4　一（1）主成分負荷量表（1966年）
第1主成分 第2主成分 第3主成分
農　林　水　産　業 一〇．099 一〇．306 0，285
鉱　　　　　　業 0．31 一〇．235 一〇．304
建　　　設　　　業 0，363 一〇．001 一〇．209
製　　　造　　　業 一〇．295 一〇．073 0，015
卸売　・小売業 0，279 0，308 一〇．064
金融・保険業 0，034 0．5 0，076
不　動　　産　業 0，124 0，398一〇．219
運輸　・通信業 一〇．！88 一〇．064 0，492
電気・ガス・水道業 一〇．421 一〇．092 0，757
サ　一　ビ　ス　業 0，311 一〇．123 一〇．128
寄　　　与　　　率 46．4％ 222％ 24．2％
注1）ゴシック体の数値は，絶対値0．2以上のものを指す。（以
　　下同様）
　2）ここでの寄与率とは，全変動（分散）に対する各主成分
　　の変動（分散）の割合を示しており，各主成分の説明力と
　　も言われている。（以下同様）
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　　　産業特化の時空間構造分析
付ec　5一（1）主成分負荷量表（1975年）
第1主成分 第2主成分第3主成分
農　林　水　産　業 0，264 一〇．034 一〇．085
鉱　　　　　　業 0，128 一Q。Q87 一〇．G91
建　　　設　　　業 0，295 0，027一〇．27
製　　　造　　　業 一〇．265 一〇．185 一〇．104
卸売　・小売業 0，059 0，363 一〇．032
金融　・保険業 一〇．019 0，331 1．740E－6
不　動　　産　　業 一〇．1 0，293 一〇．008
運輸　・通信業 一〇．061 0，062 0，391
電気・ガス・水道業 一〇，057 一〇．052 0，542
サ　一　ビ　ス　業 0，268 一〇．011 0，125
公　　　　　　務 0，193 一〇．135 0，269
寄　　　与　　　率 39．6％ 36．1％ 24．3％
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　　　産業特化の時空間構造分析
付録6一（1）主成分負荷量表（1985年）
第1主成分 第2主成分 第3主成分
農　林　水　産　業 一〇．09 0，208 0，098
鉱　　　　　　　業 一〇，123 0，156 0．09
建　　　設　　　業 一〇．014 0，284　　， 0，029
製　　　造　　　業 一〇．246 一〇．287 一〇．12
電気・ガス・水道業 一〇．09 0，072 0，592
運輸　・通信業 一〇．157 一〇．061 0，615
卸売　・小売業 0，304 0，028 0，008
金融　・保険業 0，254 一〇．046 一〇．76
不　動　　産　業 0，288 一〇．028 一〇．086
サ　一　ビ　ス　業 0，214 0，305 一〇．135
公　　　　　　　務 0，017 0，246 一〇．051
寄　　　与　　　率 38．2％ 33．6％ 16．5％
2／ 一107一
第二主成分
　　　　一〇．89
　　　－1．547
　　　－O．897
　　　－1，528
　　　－1．85
　　　－O，633
　　　－1，18
　　　－O，632
　　　－O．531
　　　－O，086
　　　－O，579
　　－O．611
　　　－O．532
　　－O．191
　　－O，899
　　－1，126
　　　　0．246
　　－O．183
　　　　0，173
　　　　0．827
　　　－O，421
　　　　e，393
　　　－O．799
　　　　0．803
　　　　0．826
　　　－O，29
　　　　0．493
　　　　e，sog
　　　　O．244
　　　－O，814
　　　　0，001
　　　－1，251
　　　　e．604
　　　　1．043
　　　　2，208
　　　　1．529
　　　　2，824
　　　　2，419
　　　　1，848
　　　　2，395
　　　　2．962
　　　　1，672
　　　　1，658
　　　　1，185
　　　　2．431
　　　－1，678
　　　－O，882
　　　－O．239
　　　　0，327
　　　－O，429
　　　　　2．21
　　　　1，919
第三主成分
　　　　　1．33
　　　　1，446
　　　－O．39
　　　－O．284
　　　－O．64
　　　－O．904
　　－O，729
　　　－e．677
　　　－1．18
　　　　－O．3
　　－O．877
　　　－O，62
　　　　0，001
　　－O，346
　　－O．557
　　　　5，193
　　　　0．123
　　－O，616
一1．oe2
－O，127
－1．076
－O．821
－O．823
一〇，491
－O．288
　0，928
－O，919
－O．745
－O．235
－O．747
　0，079
－O．902
　　－O．2
－O．491
　　0，14
一〇．
一〇
　1
　0．
一〇．
一1
　0
　　1
－o．
　o．
一〇
一〇
一〇．
一〇．
一〇．
一〇．
　　1
704
175
．094
545
116
218
764
．603
307
557
．78
．75
248
207
113
358
，98
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産業特化の時空間構造分析
付録7　主成分負荷量の整理表
1白66年 1975年 1985年
第1主成分（46．4％） 第1主成分（39．6％） 第1主成分（38．2％）
（　＋　） （　一　） （　＋　） （　一　） （　＋　） （　一　）
鉱　　　業
噤@　　設
ｵ売・小売
Tー　ビス
製　　　造
d気・ガ
X・水道
農林・水産
噤@　　設
Tー　ビス
製　　　造 卸売・小売
燉Z・保険
s　動　産
Tービス
製　　　造
第2主成分（222％） 第2主成分（36．1％） 第2主成分（33．6％）
（　＋　） （　一　） （　＋　） （　一　） （　＋　） （　一　）
卸売・小売
燉Z・保険
s　動　産
農林・水産
z　　　業
卸売・小売
燉Z・保険
s　動　産
農林・水産
噤@　　設
Tー　ビス
?@　　務
製　　　造
第3主成分（24。2％） 第3主成分（24．3％） 第3主成分（16．5％）
（　＋　） （　一　） （　＋　） （　一　） （　＋　） （　一　）
農林・水産
^輸・通信
d気・ガ
X・水道
鉱　　　業
噤@　　設
s　動　産
運輸・通信
d気・ガ
X・水道
?@　　務
建　　　設 電気・ガ
X・水道
^輸・通信
注1）本表は，付録4一（1＞，5一（1），6　一（1）のゴシック体の数値を年別，符号（＋）
　　（一）別にまとめたものである。
　2）（）内の数字は寄与率を示している。
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付録8一（1）主成分得点による3次元図（1966年）
第1主成分
第3主成分
?
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?
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?
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　　　　産業特化の時空間構造分析
付録8一　（2｝　ll成分待点による3次元図（1975年）
第1主成分
第3主成分
・
?㌧、?
????．???
第2主成分
25 一111一
付録8一〔3）主成分得点による3次元図（1985年）
第2主成分
’
第3主成分
t
’亀F’・　　●
　　　一：：
9∵へ
第1主成分
注）1985年の第1主成分が、前2時点の第2主成分に、また、
　　同時点の第2主成分が、前2時点の第1主成分に、各々該
　　当するために、軸の位置が変わっていることに注意を要す
　　る。
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産業特化の時空間構造分析
付録9一（1）地域別産業特化特性分布図（1966年）
（十）（一）
圃瓜蝿1主成分
当日第・械分
目㎜第3主成分
???
名古屋市
N
1
　
∠
??．???
??rXd
　　ロ吐幾蛾
躍門門
　　　　騨
｝?，．，?
??
’咀??
．ヤ』?
　　　　　　　ロ纒翻灘・
　注）　ヒ図は、付録4一｛2以ゴシッ7体の数1直〉にもとづいて作成きれた．
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付録9一　（2）地域別産業特化特性分布図（1975年）
（十）　（一）
薗團第・主成分
園国第2菰分
昌圃第・主成分
名古屋市
??
A
　　’’’’’”　　ノノノノノメご
　，ニゴニゴニジN
yノ’’”ノ’ノ”’”～茜　ノ’
．???????、
6 ????』? ????? ?
?????
??
?
?
? ???
?、　…
tty／?
　〆ノ
?
?????．，．??．? ??? ??? ．
???
?．?
量％■
?
?。??，
??、?
注）上図は、付録5一②（ゴシック体の数値）にもとづいて作成された。
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　　　　産業特化の時空間構造分析
ぐ、t録9一（31．地域？II．1産業特化特1生分綿ヤヌU⑲85年）
（十）（一）
囲団第1等分
團團第・主成分
冒㎜第・主成分
　　　　　　　　くil）
　　　　　　　　繭
名古屋市
t
労　！
ノノ
Z；
　二
　　　　　ゐゐ
　　　　ysr．．　　！ノ！　　xt／　　’ぜ　　ぜぜ　　　？？yxtt
　　ノ　’！’！ノ！呂
，ノ〃客〃，’”
　£’15fxs
　h－　 A　　“h　　bA　♂ヤ　　　●
　h携雛霧
！’・‘麗霊
Aゐ　　へ　　ゐ
畷琵
AAA`A`
?
　asfs
）’？bC　1．　1．　i．
　’ノ！　　ノノ
’電麗難w
鱗雛
　；Mt－i?周
?鞭鰯??
の
灘・
???，
濁脚、、鵬、．（2＞（ゴ∴ク体の数働。もとづ、、。幟された．一
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